
 

 

 

 

 

 

エビデンスを求めて 

校長 山 田 顕 次  

 ７月に入り蒸し暑い日が続きましたが、一旦その勢いも和らいでいるように感じられます（この学校だ

よりが届くころはわかりませんが）。幸い、学校では昨年度からエアコンが整備されましたので、教室内

は学習に集中できる環境が整っています。ありがたいことです。 

 今年は特に暑いとの声が聞こえてきますが、どれくらい暑かったのでしょう。本当に例年より暑かった

のでしょうか。 

夏の暑さに限らず、私たち人間は忘れっぽい生き物で、去年までの暑さを忘れているだけじゃないの

か。今年以上に暑い年があったのではないか。現に今、冬の寒さのことは忘れているじゃないか。へそ曲

がりな私にはそういう疑念も湧いてきます。 

そこで大事なのが実際に調べてみてエビデンス（根拠）を求めることです。信用できるデータを数値で

示したり、画像で見比べたり、そしてそれを相手にわかるよう順序立てて説明したりすることで意見に説

得力が出て、相手が納得することにつながります。 

紙幅の関係で５年ごとですが表にしてみました。

表にしていない年でも、今年ほど高くありません。中

には最高気温の平均が１４．５℃しかない年も（２０

１８年）ありました。こうやって見ると、今年はいつ

もより早くに暑くなったのが明確になりますね。 

夏の暑さだけではなく、世の中であたかも本当のことのように伝えられていることは真実なのか、証拠

はあるのだろうか、探してみよう、という学びの姿勢はとても大切です。世の中には真偽が不確かなまま

広まっていることがたくさんあります。子どもの学びに携わる身として、真実を求めて自ら学び、調べる

姿勢は、これからの子どもたちが“生きる力”を獲得するために、なんとしても身につけさせたいことの

一つです。 

とは言え、エビデンスでこの夏が涼しくなるわけではありません。「朝から暑いねー」「異常気象だね」

「ほんと、わやだ」などという会話にエビデンスは全くありませんが、他愛のない会話は人付き合いの潤

滑油で、「ああ、暑くて辛いのは自分だけじゃないんだ」と、安心できます。そうした円滑なコミュニケ

ーションもまた大切な“生きる力”なのです。 

さて、明日から夏休みです。１学期中、保護者、地域の皆様には子どもたちの教育推進にお力を貸して

くださり、本当にありがとうございました。この先も平年より気温が高い予報が出ています。くれぐれも

ご自愛ください。 

調査年 
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音威子府小中学校 学校だより 令和７年７月２２日発行 第４号  文責 小野寺 桂一 

 
１８日（月）夏休み学習会（小中：午前中） 

１９日（火）職員会議 校内研修 

２０日（水）２学期始業式 街頭指導 二計測 

２１日（木）街頭指導 Ａ日課 二計測 

      高校説明会 

２２日（金）街頭指導 二計測 

弁論交流会リハーサル（中学校） 

２５日（月）配食サービス開始（申込者） 

学芸祭練習開始 

常任委員会⑥ 弁論交流会（中学校） 

２７日（水）上教研第３回研修 ３時間授業 

２８日（木）A日課  

      学力テスト（中学校） 

２９日（金）つどいタイム⑤ 

３０日（土）上川北部地区ＰＴＡ連合会研修会 

      上川北部地区秋季近隣中学生バドミントン大会 

３１日（日）上川北部地区秋季近隣中学生バドミントン大会 

 

※１３日・１４日・１５日は、学校閉庁日です。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
※７月１７日（木）・１８日（金）実施の「６年生宿泊研修」の様子は８月号でお伝えいたします。 
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 ６月２５日（水）に幼児センター、音威子府小中学校、おといねっ

ぷ美術工芸高校が連携して、地域の特産である木を生かし、交通安全

啓発事業としてキーホルダーづくりを行いました。いろいろな校種

での縦割りの班をつくり、中高生が園児や小学生に丁寧に教えてい

る場面は、素朴な連携・協働する姿が見られ、微笑ましかったです。 

 また、７月１日（火）につくったキーホルダーの袋詰め作業、７月

８日（火）に袋詰めしたキーホルダーを音威子府村役場、郵便局、北

星しんきんに幼小中高が連携して届けました。今年もよい活動をす

ることができました。 

１～３校時は授業参観、その後、小中合同で親子レクリエーションを行いました。今年は、PTA三役と PTA親子レク担当者の方々

が、事前に親子レクについてアンケートを実施しました。その結果から更なる PTA親子レク全体打合せを経て、親子レクの内容を

PTAの皆さんで創り上げていただきました。 

当日、昼食会のときに、ふるまっていただいた「かき氷」。小中学生・保護者・教職員交えての「ボッチャ」と「転がしドッジボ

ール」。スポーツに熱くなる前後のかき氷の味は格別でした。事前の打合せや準備、当日の運営、後片付けを含め、保護者の皆様に

多大にご支援とご協力をいただきました。ありがとうございました。来年の土曜参観日・親子レクも楽しみにしています。 

 小学校の図画工作におい

て、絵画・造形の単元を中心

に音威子府地域おこし協力

隊である光森恵理子さんを

ゲストティーチャーとして

お招きし、児童の表現活動と

鑑賞活動の向上を図ってい

ます。完成した作品をお楽し

みにしていてください。 

 令和７年完成予定の「国道４０号 音威子府バイパス」に架

かる橋の橋名板づくりについて、国土交通省旭川開発建設部か

ら音威子府村に依頼があり、本校の児童生徒が作製することと

なりました。７月７日（月）から５つの橋の「橋名」「竣工年月」

を小中学生で分担し、中休み・昼休みの時間を活用し筆書きし

ました。急な依頼にも対応していただいた皆さんに感謝します。

ありがとうございました。 

７月６日（日）村民運動

会で「村民憲章」を宣言

した小６中山さん、中

３佐藤さん、ありがと

うございました。 



                                                                                                                            


